
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 椙山女学園大学 
設置者名 学校法人椙山女学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある教員等によ

る授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 

全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

生活科学部 
管理栄養学科  

24 

2 
55 81 13  

生活環境デザイン学科  73 99 13  

国際コミュニケーシ

ョン学部 

国際言語コミュニケ

ーション学科 
 

24 
26 74 13  

表現文化学科  36 84 13  

人間関係学部 
人間関係学科  

2 
72 98 13  

心理学科  66 92 13  

文化情報学部 
文化情報学科  

8 
64 96 13  

メディア情報学科  61 93 13  

現代マネジメント学部 現代マネジメント学科   50 74 13  

教育学部 子ども発達学科   127 151 13  

看護学部 看護学科   115 139 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページによる公開 

https://gear.sugiyama-u.ac.jp/SyllabusDisp/SyllabusDispCond.aspx?_ga 

 

『実務経験のある教員による授業科目』にチェックを入れて検索することで対象科目を

抽出することができる。 

 

 

 

 



  

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 椙山女学園大学 
設置者名 学校法人椙山女学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
http://www.sugiyama-u.ac.jp/gakuen/about/organ/list/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
（現職） 

椙山女学園同窓会会長 

平成３１年 

４月２３日

～令和５年 

４月２２日 

組織運営に対する

チェック機能及び

同窓会との連携 

非常勤 
（現職） 

医療法人理事長 

平成３１年 

４月２０日

～令和５年 

４月１９日 

組織運営に対する

チェック機能 

非常勤（※） 
（前職） 

椙山女学園大学教授 

平成３１年 

４月２０日

～令和５年 

４月１９日 

特命事項を担当 

（備考） 

※当該理事の前職は、椙山女学園大学教授であるが、理事選任時においては本学の教

職員ではない。 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 椙山女学園大学 

設置者名 学校法人椙山女学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・シラバスにおいて、基礎的な情報（授業科目名、担当教員、授業科目区分（教養教

育科目、専門教育科目等）、単位数、授業区分（講義、演習等）、開講学科、学年、

開講期、曜日時限、科目ナンバー）に加え、授業テーマ、授業の到達目標、授業内

容、授業計画、授業の進め方、課題へのフィードバック、評価方法と成績基準、事

前・事後学修、担当教員メッセージ（受講学生に望むこと）、履修上の注意、キーワ

ード、教科書、参考書、を明記している。 

・シラバスの作成過程としては次のとおりである。 

  １２月上旬 教員にシラバス作成依頼 → １月上旬締切 

１月中旬 シラバスの第三者チェック 

２月上旬 教員にシラバス校正依頼 → ２月中旬締切 

３月下旬 シラバスｗｅｂ公開 

・シラバスは、ホームページで公表し、１年次には新入生オリエンテーションにおい

て冊子体で配付している。 

授業計画書の公表方法 
ホームページ（シラバス、履修の手引（シラバスの活用）） 

http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/campus/study/course/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

・「椙山女学園大学学則」第２２条第１項において、「授業科目の単位修得の認定は、

試験の成績に平素の学修状況を加味して行う」旨規定し、同条第２項から第４項ま

でにおいて、試験の時期・実施方法、成績評価の概略について定めている。 

 また、同学則第２０条の２から第２０条の５までにおいて、教育上有益と認めると

きは、学生が他の大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単

位等を本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる旨

規定している。 

・「椙山女学園大学試験及び成績評価に関する規準」において、試験の実施、単位認定・

成績評価について定めている。 

・各授業科目のシラバスにおいて、評価方法及び成績基準を明記しており、各授業担

当教員は、あらかじめ設定した成績評価の方法・基準により、厳格かつ適正に単位

認定をしている。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・「椙山女学園大学学則」第２２条の規定に基づき、「椙山女学園大学試験及び成績評

価に関する規準」第１５条（別表第３）により単位認定を行っている。 

・「椙山女学園大学試験及び成績評価に関する規準」第１７～１９条の規定に基づき

ＧＰＡ制度を導入し、算定基準、対象外科目等を定めている。 
＜GPA算出方法＞ 

各科目の成績評価をグレード・ポイント（Grade Point）に換算し、次の計算式により計算

した値の小数点以下第２位を四捨五入し、グレード・ポイント・アベレージ（Grade Point 

Average）を算出する。 

 

 
 

・成績評価及びＧＰＡ制度（上記算出方法を含む。）については、履修の手引において

明示し、ホームページでも公表しており、適切に成績評価を実施している。（履修の

手引は、１年次に新入生オリエンテーションで冊子体を配付している。） 

・成績の分布状況については、学科ごとに把握している。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
ホームページ（履修の手引（単位、試験）） 

http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/campus/study/course/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

・「椙山女学園大学学則」第２６条において、卒業認定について規定している。 

・大学及び各学部学科において、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

を定めている。 
＜大学全体のディプロマ・ポリシー＞ 

椙山女学園大学は、本学の教育理念「人間になろう」の下、専門の学術を教授研究し、高い

知性と豊かな情操を兼ね備えた人材育成を目指します。 

こうした人材を育成するため、本学では学部学科ごとにディプロマ・ポリシーを定め、所定の

教育課程を修め、以下の知識、能力を持つ人材として認められた学生に対し、学士の学位を授

与します。 

１．専門分野における知識と技能を備え、科学的・学問的な視点から事象を捉えることができ

る。 

２．「人を大切にし、人と支えあい、自らがんばれる」社会人として必要な教養と知性を身に

付けている。 

３．大学で学んだ知識や技能に基づき、答えのない課題や目標に対して創造的に考え、多様な

人々と取り組むことができる。 

  ※各学部学科のディプロマ・ポリシーは、（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1 項に掲

げる情報の概要において記載。 

・卒業要件（修得単位数等）及びディプロマ・ポリシーについては、履修の手引に明

示し、ホームページでも公表しており、適切に卒業認定を実施している。（履修の手

引は、１年次に新入生オリエンテーションで冊子体を配付している。） 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

ホームページ（３つのポリシー、履修の手引） 

http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/policy/ 

http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/campus/study/course/ 





  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 大学全体 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/feature/policy/） 

（概要） 

＜椙山女学園大学学則より＞ 

第１条 本学は、教育基本法（平成１８年法律第１２０号）及び学校教育法（昭和２２年

法律第２６号）に基づき、本学園の教育理念「人間になろう」にのっとり、深く専門の

学術を教授研究し、もって高い知性と豊かな情操を兼ね備えた人間を育成することを目

的とする。 

２ 本学の学部及び学科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的について

は、別に定める。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/policy/） 

（概要） 

椙山女学園大学は、本学の教育理念「人間になろう」の下、専門の学術を教授研究し、

高い知性と豊かな情操を兼ね備えた人材育成を目指します。 

こうした人材を育成するため、本学では学部学科ごとにディプロマ・ポリシーを定め、

所定の教育課程を修め、以下の知識、能力を持つ人材として認められた学生に対し、学士

の学位を授与します。 

１．専門分野における知識と技能を備え、科学的・学問的な視点から事象を捉えることが

できる。 

２．「人を大切にし、人と支えあい、自らがんばれる」社会人として必要な教養と知性を

身に付けている。 

３．大学で学んだ知識や技能に基づき、答えのない課題や目標に対して創造的に考え、多

様な人々と取り組むことができる。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/policy/） 

（概要） 

椙山女学園大学の学士課程では、ディプロマ・ポリシーに基づき、次のような教育課程

を編成し、実施します。 

１．本学の授業科目は、全学共通科目、教養教育科目、学部共通科目、専門教育科目、各

種課程及び資格取得に関する科目等で編成します。 

２．全学共通科目及び教養教育科目は、総合大学としての強みを活かし、学部学科を超え、

多様な学生が相互に学び合います。 

３．初年次教育として、「人間論」を通じて本学の教育理念「人間になろう」を学び、自

主性・主体性の基礎を育みます。また、「ファーストイヤーゼミ」では大学での学修を

進める上での基礎的スキルを学びます。 

４．教養教育科目は、７つの領域で構成し、生涯にわたっての知的基盤となる幅広いもの

の見方や考え方を身に付けます。 

５．専門教育は学部ごとに行い、専門分野における知識と技能を習得するために基礎から

応用、発展へと段階的に高い専門性を身に付けることができる配置とします。そして、

その集大成として卒業研究、卒業論文等をまとめます。 

６．１年次からキャリア教育科目を開講し、４年間を通じてキャリア教育を実施します。 

７．主体的な学修を進めるために、授業科目ごとに身に付く能力を明確にし、学修の段階

や順序、レベルを確認できる体系的な科目配置を行います。 



  

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/policy/） 

（概要） 

椙山女学園大学は、本学の教育理念「人間になろう」の下、次のような目標と能力を持

ち、大学で得た知性と教養を活かし、「人を大切にし、人と支えあい、自らがんばれる人」

となるための教育を目指します。このような教育方針に共感する人であって、次のような

意欲・能力を持った人を受け入れます。 
１．大学での学びを通じ、目的や目標を持てる人 

  学びたい専門分野・領域、研究テーマがある人、将来社会に出てやりたいことや仕事

がある人、取り組んでみたい課外活動や社会活動・ボランティア活動がある人 

２．大学で学ぶための基礎学力を有する人 

学習の基盤となる国語、数学、外国語及び各学部学科が必要とする教科について一定

基準以上の基礎学力（知識･理解）を有する人 

３．自分の能力を高めたい人 

自ら考え（思考力）、決定し（判断力）、それを伝える（表現力・コミュニケーショ

ン力）能力を高め、自己を成長させることができる人 

４．主体性を持って多様な人と協同して学べる人 

授業以外にも、生徒会活動、課外活動（スポーツ、文化など）及び社会活動（ボラン

ティア、地域交流、国際交流など）に積極的に参加してきた人で、その経験を大学での

学びに生かせる人 
 

 
学部等名 生活科学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/feature/purpose-u/） 

（概要） 

＜椙山女学園大学の目的に関する規程より＞ 

第２条 生活科学部は、人間生活について、自然、社会及び人文の諸科学を基礎として実

践的に考究する総合科学の構築を目指し、人間生活の基本となる衣・食・住に関する専

門の学術を総合的かつ科学的に教授研究し、時代の変化及び社会の要請に対応する生活

科学の知識を創造することができる人材を養成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/ls/policy/） 

（概要） 

生活科学部は、日常の生活に欠かせない生活の科学、すなわち、衣・食・住に関わる知

識と技術を修得し、当該分野における卒業研究を成し遂げた人に学位を授与します。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/ls/policy/） 

（概要） 

生活科学部は、実験・実習を重視した実学としてのカリキュラム編成・実施を基本方針

としています。４年次には、総仕上げとしての卒業研究を全員が遂行できるよう、充実し

た指導を行います。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/ls/policy/） 

（概要） 

生活科学部では、生活の中の身近な科学、すなわち、衣・食・住のいずれかに携わる職

業人を輩出するという明確な方針に基づき、その教育目標を十分に理解し、それに相応し

い基礎力を有する人を受け入れます。 

 



  

学部等名 国際コミュニケーション学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/feature/purpose-u/） 

（概要） 

＜椙山女学園大学の目的に関する規程より＞ 

第３条 国際コミュニケーション学部は、言語及び文化に関する専門の学術を教授研究し、

異文化を学びつつ日本文化の理解を深めることによって、文化創造及び文化発信の能力

並びにコミュニケーション能力を備えた、国際社会において言語・文化の専門家として

活躍することができる人材を養成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/scs/policy/） 

（概要） 

国際コミュニケーション学部は、高い言語リテラシーと国際教養を身に付け、国際社会

で活躍できる実践的な「コミュニケーション能力」を持った人材を育成することを教育目

標とし、次の能力を身に付けた人に学位を授与します。 

１．自国並びに諸外国の言語と文化に関する確かな知識を修得し、それらを深く多面的に

理解する能力 

２．グローバルな視座に立って自国の文化と社会について考察し、課題を見出す能力 

３．外国語及び日本語の高度な技能に基づいた自己表現力とコミュニケーション能力 

４．高い言語能力と国際教養を活かし、国際社会において積極的・主体的に貢献し活躍す

る能力 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/scs/policy/） 

（概要） 

国際コミュニケーション学部は、外国語及び日本語の知識と技能を高め、自国及び諸外

国の社会と文化に対する理解と洞察を深め、学びを活かした主体的な実践力を育成するカ

リキュラムを編成します。 

１．両学科で共通に開かれている「専門共通科目」とそれぞれの学科で開かれている「学

科専門科目」がありますが、「学科専門科目」についても両学科の学生が履修できる

システムとします。 

２．「学科専門科目」は、両学科とも、４つの科目群に分け、学生の履修科目選択の自

主性を重視するかたちで編成します。 

３．外国語及び国際教養の学修の一環として海外留学をカリキュラムに位置づけ、多様

な留学プログラムを提供します。 

４．「卒業論文準備科目」を３年次と４年次に履修させ、卒業論文のテーマに関連した

知識、研究方法、論理的思考力等を育成するように、丁寧な個別指導を行います。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/scs/policy/） 

（概要） 

国際コミュニケーション学部では、「ことば」に対する基本的関心を前提として、言語

及び文学や芸術などのさまざまな文化に関心があり、コミュニケーション能力を高めたい

と考える次のような人を受け入れます。 

１．一定の基礎学力があり、将来への明確な目的を持つ人 

２．「ことば」を中心としたコミュニケーション能力の向上に関心を持つ人 

３．グローバルな社会における「ことば」と文化を深く理解し、論理的思考、問題発見・

解決能力、自己表現力の向上に関心を持つ人 

 
 



  

学部等名 人間関係学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/feature/purpose-u/） 

（概要） 

＜椙山女学園大学の目的に関する規程より＞ 

第４条 人間関係学部は、人間及び人間関係に関する専門の学術を学際的かつ統合的に教

授研究し、人間と人間関係及び心理について、広範な知識、総合的な判断力及び深い洞

察力を有し、人間と人間関係上の諸問題を解明・解決することができる高度な人間関係

力を備えた人材を養成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/hs/policy/） 

（概要） 

人間関係学部は、人間と人間関係及び人間の心理について、広範な知識、総合的な判断

力及び深い洞察力を有し、人間と人間関係上の諸問題を解決することができる人に学位を

授与します。 

卒業者が身に付けるべき学士力の具体的な内容は次のとおりです。 

１．人間と人間関係及び心理に関する幅広くかつ深い知識と理解 

２．人と関わり、他者を理解する力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、

問題解決能力 

３．人間と人間関係上の諸問題を発見し、解決する態度 

４．総合的、学際的な視点と知識を身に付け、人間関係上の様々な問題を分析する能力と

技能を持ち、これまで獲得した知識･技能･態度等を活用して、今後の社会において、創

造力、批判的思考力、実践力をもって人と関わって生きていく力 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/hs/policy/） 

（概要） 

人間関係学部は、本学部の教育目標を実現するために、次のことを意図してカリキュラ

ムを編成します。 

１．全学共通科目として「人間論」、学部共通科目として「人間関係論 A」「人間関係論 B」

を必修とし、教養教育科目と専門科目をバランス良く配置します。 

２．人間と人間関係及び人間の心理に関わる学問領域を学際的かつ総合的に探求できるよ

うに、幅広い分野の科目を開設し、学生の興味・関心・志向に応じて自由に科目を選択

することを可能にします。 

３．上記の目的のために、学部として１１のモジュールを設けます。特に両学科を架橋す

る４のモジュールを設け、人間と人間関係及び心理を総合的に理解できるようにします。 

４．１年次のファーストイヤーゼミ、２年次の基礎演習や心理学実験、３、４年次のケー

スメソッド・演習、あるいは各種の実習といった少人数の参加型授業を数多くし、緊密

な人間関係のもと学習意欲を高めます。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/hs/policy/） 

（概要） 

人間関係学部は、人間と人間関係及び人間の心理に関する専門の学術を学際的かつ総合

的に教授研究します。本学部は、広範な知識、総合的な判断力及び深い洞察力を有し、人

間と人間関係及び心理に関する諸問題を解明・解決することができる高度な人間関係力を

備えた人材を養成します。本学部では以上の目的を共有する強い学習意欲のある人を受け

入れます。 

 

 



  

学部等名 文化情報学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/feature/purpose-u/） 

（概要） 

＜椙山女学園大学の目的に関する規程より＞ 

第５条 文化情報学部は、人文・社会科学の領域を中心として、文化及び情報に関する専

門の学術を教授研究し、国際化が進む現代の情報社会に積極的に適応する能力とともに

問題を解決することができる能力を備えた人材を養成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/ci/policy/） 

（概要） 

文化情報学部は、人文･社会科学の領域を中心として、文化及び情報に関する専門の学術

を修得し、情報化と国際化の時代に対応できる人材を養成することを目的としており、次

のような学士力を有する人に学位を授与します。 

１．文化や社会、人間への関心、情報とメディアについての広く学際的な知識 

２．自国の文化を理解するとともに異文化を理解し、的確にコミュニケーションできる力 

３．多様な文化が共生する社会における現代的課題を論じ、適切な判断と対応ができる力 

４．情報化と国際化が進む中で、それを踏まえて自らの課題解決に積極的に取り組むこと

ができる力 

５．高度情報化社会の進展に貢献できる人材に必要な情報を的確に分析・活用し、発信す

ることができる力 

６．２１世紀を生きる人間としてふさわしい豊かな人間性 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/ci/policy/） 

（概要） 

文化情報学部は、本学の教育理念「人間になろう」及び「椙山女学園大学の目的」「文

化情報学部の目的」を実現するために、「学位授与の方針」に基づいて組織的、体系的に

カリキュラムを編成します。全学共通科目、教養教育科目、専門教育科目を配置し、教養

教育科目と専門教育科目の連携及び適切なバランスに配慮します。 

１．教養教育科目は全学と共通の枠組みのもと、人文、社会、自然、言語や情報、健康・

スポーツに関する科目をバランスよく配置し、幅の広い教養を身に付けさせます。 

２．専門教育科目は「基礎教育科目」、「基幹科目」、「展開科目」、「関連科目」、「卒

業研究」に分け、専門教育の基礎的な内容から、より発展した内容までバランスよく配

置します。専門教育では、「文化情報学科」及び「メディア情報学科」の２学科に沿っ

て系統的に修得できる科目を配置します。 

３．「基礎教育科目」には、社会人として必要な技能と日本語能力の修得を目指す「日本

語・ソシオスキルズ」科目群、情報活用能力を育成する「情報リテラシー」に関する科

目群、国際化の時代に役立つ「外国語」に関する科目群を配し、情報化と国際化の時代

に対応できる基礎的能力の育成を図ります。 

４．「基幹科目」は、両学科の基幹をなすものであり、学科に分けて科目を配置し、両学

科の基幹となる知識の修得を目指します。 

５．「展開科目」には、両学科に関する内容をより発展させた科目を配置し、より広く、

深い専門的知識の修得を目指します。 

６．「関連科目」には、他学科の専門科目であるが、それぞれの学科がより深い知識と教

養を身に付けるために必要な科目を配置し、より幅広い専門と教養の修得を目指します。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/ci/policy/） 



  

（概要） 

文化情報学部では、本学の教育理念「人間になろう」についての深い関心のもと、大学

教育を受けるための基礎学力を有し、高度に進展しつつある情報化と国際化の社会状況の

中で、文化に関心を持ち、社会の発展に貢献しようという意欲のある人を受け入れます。

具体的には、次のような人を求めます。 

１．人間や社会、文化に関わる様々な事柄に対して関心を持ち、広く学際的な知識を修得

したいと考える人 

２．人間や社会、文化に関わる事柄を論理的、科学的に分析・考察し、自分の意見を持ち、

表現する能力を修得したいと考える人 

３．自国の文化と異文化への理解に関心を持ち、異文化とのコミュニケーションをはかれ

る教養と能力を修得したいと考える人 

４．外国語の能力や情報関連の知識と技能を活用して社会で活かしたいと考える人 

５．社会人としてふさわしい知識と教養を持ち、２１世紀に生きる人間として必要な基礎

的能力、対人関係能力を修得したいと考える人 

６．大学教育を受けるための基礎的な学力を有している人 

 

 

学部等名 現代マネジメント学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/feature/purpose-u/） 

（概要） 

＜椙山女学園大学の目的に関する規程より＞ 

第６条 現代マネジメント学部は、地域、公共機関、企業及び国際社会における諸活動、

諸問題等に係る広義のマネジメントに関する社会諸科学の専門の学術を学際的かつ総合

的に教授研究し、創造的な問題発見・問題解決能力及び行動力、組織における指導力並

びに国際的視野で問題を把握する能力を兼ね備えた人材を養成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/mgt/policy/） 

（概要） 

現代マネジメント学部は、次のような幅広いマネジメント能力を備えた人に学位を授与

します。 

１．経営分野を中心とした社会科学の知識及びジェンダー、生活、言語、情報、人間理解、

国際理解に関する幅広い知識を修得し、現代社会が抱える諸問題を理解できる力 

２．現代社会の諸現象に対し、主体的に問題を発見し解決するための思考と判断ができる

力 

３．豊かな感性を有し、現代社会の諸問題に対して、積極的に挑戦する姿勢で、多角的か

つ柔軟に対応できる力 

４．集団及び組織を適切にマネジメントするスキルを有し、地域とグローバルな視点で社

会現象を分析し、自分の考えを表現できる力 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/mgt/policy/） 



  

（概要） 

現代マネジメント学部は、本学教育理念の「人間になろう」をマネジメント学修のなか

で実質化するカリキュラムを編成し、次のような方針のもとに、全学共通科目である「人

間論」を中心にカリキュラムの編成を行います。 

１．教養教育科目群では、語学、情報、芸術、哲学、歴史、社会などの科目を学ぶことに

より、人格の育成と論理的思考力の涵養を図ります。 

２．専門教育科目群では、経営・会計、総合政策、キャリアの３つの領域から社会科学の

基礎知識と実践的なスキルを有機的に関連させ、現代社会の諸問題に総合的に対応でき

る能力を養います。 

３．経営・会計領域では、経営及び会計関連科目を通して企業分野を中心に、総合政策領

域では、経済、法律及び政治関連科目を通して地域や国際分野を中心に、マネジメント

に関する諸理論の修得を目指します。また、キャリア領域では、実学関連科目を通して

資格やスキルに関する実践的能力の向上を図ります。 

４．マネジメントの学修には、各授業科目のなかで学んだ基礎理論とそれを応用実践し検

証する能力の修得や開発が必要であり、最終的には生きた知識に立脚して、組織の経営

方針や政策を提言できる能力を養うことを目指します。具体的には、構想の企画・立案、

実行に伴う問題の検討を通じて、マネジメントの理論的基礎と政策的応用を効果的に融

合させ、設定された目標を達成することを目的とします。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/mgt/policy/） 

（概要） 

現代マネジメント学部では、現代社会における様々な事象に関心を持ち、社会科学（経

営・経済・法律・政治）に関する専門知識を修得し、将来、「企業」「地域・公共」「国

際」のいずれかの分野においてマネジメント能力を活用できるような職業に就きたいと考

えている人を受け入れます。 

本学部が考えるマネジメント力とは、企業の経営に限ったものではなく、社会生活にお

いて発生する問題を解決する能力をいいます。そのため高校時代に、社会科学に関する科

目（「地理」「世界史」「日本史」「現代社会」「倫理」「政治・経済」）はもちろんのこ

と、コミュニケーションをとるための「国語」「外国語（英語）」、情報を分析するための

「数学」などをしっかりと学習していることが望まれます。 

 

 

学部等名 教育学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/feature/purpose-u/） 

（概要） 

＜椙山女学園大学の目的に関する規程より＞ 

第７条 教育学部は、高い知性及び道徳性を備えた心身共に健全な人間の育成を目指し、

乳児・幼児・児童・生徒を含む子どもの全面的発達を意図した人間形成としての教育及

び保育に関する専門の学芸を教授研究し、教育者として求められる専門的能力と豊かな

人間性を兼ね備えた人材を養成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/edu/policy/） 

（概要） 

教育学部は、卒業とともに教員・保育者として社会に貢献でき、また、生涯にわたって

学び、成長し続けられる人に学位を授与します。卒業生に求められる学士力の具体的な内

容は次のとおりです。 

１．教育・保育全般に関する基礎的知識と、志す分野の専門的知識 

２．豊かな人間性と学問的教養を有し、教育・保育をめぐるさまざまな現代的課題を見出

し、適切な対応を探求し、行動することができる力 



  

３．教職・保育職に対する使命感や責任感を持ち、愛情をもって幼児・児童・生徒に接す

ることができるとともに、多様な人々と良好な社会的関係を築くことができる力 

４．優れた表現力と創造性を有し、子どもの発達に応じた授業・保育の構成、教材・教具

の工夫ができ、個に応じた指導・援助ができる力 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/edu/policy/） 

（概要） 

教育学部は、教育学部のディプロマ・ポリシーを実現するために、次の方針に従ってカ

リキュラムを構成します。 

１．優れた保育士・幼稚園教諭・小学校教諭・中学校教諭・高等学校教諭を養成するため、

教育・保育全般に関する基礎的知識と、志す分野の専門的知識を系統的に学べるように

します。 

２．（１）保育・初等教育専修は「乳幼児保育プログラム」「幼児教育プログラム」「初等

教育プログラム」を有し、保育士資格・幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状

を取得できるようにします。 

 （２）初等中等教育専修は「初等教育プログラム」「数学教育プログラム」「音楽教育

プログラム」「幼児教育プログラム」を有し、小学校教諭一種免許状、中学校教諭一種

免許状（数学・音楽）、高等学校教諭一種免許状（数学・音楽）、幼稚園教諭一種免許状

を取得できるようにします。 

３．知識と理論の深い理解と、実践力を兼ね備えた人材を育てるため、理論と実践のバラ

ンスよいカリキュラムを準備します。特に教育や保育の場におけるボランティアや実習、

教員や保育者との交流の機会を多く設けることにより、理論を実践に活かし、また、実

践から理論へのより深い理解を生むような学びを準備します。 

４．現代社会が直面する情報化・国際化・持続可能な社会の実現などの課題に適切に対応

でき、課題発見・問題解決能力を有し、生涯にわたって学び続け、主体的に生きる力を

身に付けられるような科目を配置します。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/edu/policy/） 

（概要） 

教育学部は、教員・保育者として社会に貢献でき、また、生涯にわたって学び、成長し

続けられる人材を育てることを目的としています。本学部ではこの目的を理解する、次の

ような人を受け入れます。 

１．子どもや教育に関心を持ち、教員・保育者を志す人 

２．本学教育学部での学びの基礎となる、高等学校までの学習内容を修得している人 

３．数学の教員免許状（中学校・高等学校）の取得を希望する者は、「数学Ⅱ・数学Ｂ」の

内容の習得、できれば「数学Ⅲ」の履修 

４．音楽の教員免許状（中学校・高等学校）の取得を希望する者は、楽典の基礎及びピア

ノの基礎技能の修得 

 

 

学部等名 看護学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/feature/purpose-u/） 

（概要） 

＜椙山女学園大学の目的に関する規程より＞ 

第８条 看護学部は、生命の尊厳及び人間に対する総合的な理解に基づき、看護に関する

専門の学術を教授研究し、人々の健康な生活に貢献することができる人材を養成する。 

  



  

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/nurs/policy/） 

（概要） 

看護学部では、ヒューマニズムの精神を備え、確かな実践力を有する看護職者として、

次の能力を身に付けた人に学位を授与します。 

１．対象の生命と人権を尊重し、看護職者としての倫理観や責任感 

２．社会の動向を踏まえ、看護職者としての自己研鑽力 

３．人間、環境、健康、看護に関する専門的知識 

４．論理的、批判的、科学的に思考し、対象を全人的に理解できる能力 

５．援助的人間関係の上に、基本的な看護を実践する能力 

６．チーム医療の一員として協働できる能力 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/nurs/policy/） 

（概要） 

看護学部は、椙山女学園大学の教育理念「人間になろう」、「看護学部の目的」、「ディ

プロマ・ポリシー」等の具現化を期し、次のような方針に基づいてカリキュラムを編成・

実施します。 

１．豊かな人間性や、看護職者として求められる倫理観や責任感を育むため、全学共通の

「人間論」から始まる教養教育科目を配置します。 

２．対象を全人的に理解し基本的な看護を実践する能力を育むため、人間、環境、健康に

ついて深く知識を修得する「専門基礎科目」、看護の専門知識と技術を学ぶ「専門科目」

からなる専門教育科目を配置します。 

３．看護学を学ぶための動機づけとなるよう、初年次より臨地実習を含めた「専門科目」

を配置します。 

４．「専門科目」では、看護の基盤となる科目から人間の発達段階や健康レベルに応じた

看護を学ぶ科目へと段階的に学修を進めるとともに、理論から実践へと学ぶことができ

るよう各科目を配置します。 

５．チーム医療の一員として協働できる能力やリーダシップとメンバーシップを育むため、

少人数制のグループ学習を導入します。 

６．時代や社会の動向を踏まえ、その要請に応えうる看護職者として研鑽し続ける基本的

能力や、論理的、批判的、科学的思考力を育むため、「エビデンス活用論」、「看護研究

方法論」、「卒業研究」、「課題探究実習」等を配置します。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/academics/nurs/policy/） 

（概要） 

看護学部では、豊かな人間性と確かな実践力を有する看護職者を育成することを目指し

ます。入学生には、人間に対する積極的な関心を持ち、地域社会に貢献したいという意欲

のある人を求めます。看護職者は、多様な対象者の幅広いニーズに応え、適切な支援を行

う専門職です。このためには、自己研鑽を続けることができること、さらには、周囲と協

調し、チーム医療等の調整役としての高度なコミュニケーション能力を育むことが求めら

れます。本学部入学生に求める基礎学力は、コミュニケーション能力の基本となる「国語」

「英語」、そして、論理的思考力の育成及び医学的基礎を理解する「数学」「理科」です。 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/disclosure/ 

 

  









  

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/disclosure/ 

 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考（任意記

載事項） 

 

生活科 

管理栄養 735,000円 200,000円 402,000円 
教育充実費 

学部教学費 
 

生活環境

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 
735,000円 200,000円 385,000円 

教育充実費 

学部教学費 
 

国際ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ 

国際言語ｺ

ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
735,000円 200,000円 354,000円 

教育充実費 

学部教学費 
 

表現文化 735,000円 200,000円 354,000円 
教育充実費 

学部教学費 
 

人間関係 
人間関係 735,000円 200,000円 352,000円 

教育充実費 

学部教学費 
 

心理 735,000円 200,000円 359,000円 
教育充実費 

学部教学費 
 

文化情報 
文化情報 735,000円 200,000円 357,000円 

教育充実費 

学部教学費 
 

ﾒﾃﾞｨｱ情報 735,000円 200,000円 357,000円 
教育充実費 

学部教学費 
 

現代ﾏﾈｼﾞﾒ

ﾝﾄ 

現代ﾏﾈｼﾞﾒ

ﾝﾄ 
735,000円 200,000円 354,000円 

教育充実費 

学部教学費 
 

教育 
子ども発

達 
760,000円 200,000円 360,000円 

教育充実費 

学部教学費 
 

看護 看護 1,200,000円 200,000円 500,000円 教育充実費  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

１．学修・生活指導教員制度…本学の専任教員が学生の様々な悩みに対してアドバイスをし

たり、交流を通して、キャンパスライフを充実したものにするための制度 

２．オフィスアワー…授業や学業、学生生活や進路に関することについて、学生が教員と相

談できる体制を整備 

３．学修要支援学生の支援…全学的な「学生支援のためのガイドライン」に基づき、各学

部・学科において、授業の出席状況及び単位修得状況による指導の基準を作成し、学修要

支援学生を早期に把握し、支援 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

１. キャリアカウンセラー有資格者や経験豊富な相談員による個別面談 

２. ３年生向け就職ガイダンスの実施 

３. 面接対策としてのマナー講座やグループディスカッション・グループ面接講座の実施 

４. 基礎学力向上のための筆記試験対策プログラムの実施 

５. 内定者の話を直接聞く機会やＯＧ交流会 

６. 企業人事担当者による業界研究セミナーや企業説明会の実施 

 



  

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

＜身体面に係る支援の概要＞ 

１. 診断および事後措置（費用は大学負担・年に 1回） 

２. 医務室を設置し保健師を常駐しての応急処置、健康相談、各種測定、専門医の紹介 

３. セルフメデュケーション等の自己管理への健康指導 

４. 新入生に対し保健調査を実施し必要に応じて学生相談室へ紹介 

５. 学校医の健康相談（月に 2回） 

 

＜メンタル面に係る支援の概要＞ 

１. 教員と学生相談室との連携 

２. 教職員はカウンセラーの助言を参考に対応 

３. カウンセラーとの面談、対応（学生・保護者） 

４. 配慮願の提出 

５. 外部機関（医療、就労支援等）との連携 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：http://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/about/disclosure/ 

 

 


